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途中粗粒玄武岩や根室層をみたがらシキウス部落に達す

るが交通の便はない.ここから海崖の続く磯沿いに

ノツガマップ部落までの間にノツガマップ僧がよく1観察

されるが凝灰痛礫岩など火砕岩質を主に'礫姶･砂姶

などが挾在し1司嬉が露われる始終両部落では1〃0
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が比較的多産する.

納沙布へ半島を東走するバスで45分いま日

本の最東端の納沙.布1岬(東経145.49120")に旅足をのば

してみよう.市街を出るとまもたく前方の友如の岬

には台地を切った低位の段丘がみえる.左手のオンネ

沼を過ぎるとやがて台地にのり沖根婦(オキネップ)

にくると道路切1)割りに根室屑の珪質の凝灰岩もみえ

る.漁村が並ぶ右窓から左手をみやると平坦な牧草

原が遠く地平線のかたたまで続く.

納沙布岬に立てば眼下は粗粒玄武岩の海崖右手を

南に追えばモンゾニ岩質など各種岩が露われ左手の.展･

望台側には根室層とその海食洞もみえる.

展望台から東千1島を望めば行きかう昆布採取船や

3k皿余の玲瑳瑠(ゴヨウマイ)海峡を隔てた豆粒の貝殻

島その究には低平な水晶島がかすみ国後､島も水平線

のか汰たにあわく浮かぶ.

根室から風蓮湖へ(根室南部･扉床)

根室市からの帰路は根室湾岸を走る国道44号線をバ

スで厚床までの1時間余を楽しみたい.20分も走ると

左手には根室半島基部を南北に切るように奥深い入江

の温根沼(4.9km-2最深7m)が目に入る.

やがて東梅から右手木立ちの間から白鳥の湖(10月

～4月約1万羽)と知られる風蓮湖(52km竃最深1!

m)がみえる.同湖は延長20km幅200m以下の緑に

包まれた低い砂州で海を隔てる鱗湖で干潮には温根沼

と同じく濡筋を描き湖水線一帯や注入する蛇行の諸川

下流部には一面に泥炭カミ形成されている.本湖は北

国特有な灰色の水をたたえ荒涼寂漠な異彩ある風景は
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フライベルク鉱山学校

20⑰単記念切手P.⑬昔

前ドイツのフライベルクは古くから鉱工業がさかん

で1765年世界最初に創設されたフライベルク鉱山学校

(Fre1b鴫遭er抽出㎜ie)はウェルナイんαW臓醜)

の水成論の時代には世界地質学のひとつの焦点であっ

た.ウェルナｰは中央ヨｰ皿ツバ掘バリスカン北部を

たすサクソニｰ地方で現在のバリスカン造山帯中核部

の花筒岩を地球の初源海洋から海底に化学的に沈澱した

ものとみ枚しハットン(ふ肋灯ON)の火成説と対立

した.この鉱山学校は今も健在で第2次大戦中はメ

ｰネルト(亙醐N鵬丁)らが詳細汰シヴァルツヴアルトの

岩石学的な研究を行ないミグマタイトの研究の古典的

な地域のひとつにたっている｡

この切手は4枚1組で1965年1工月13目に

発行された.ユ0ペニヒの精錬炉15ペ

ニヒの採鉱運搬の図20ペニヒの淡純銀鉱

幾p｢oustite(A閥)25ニニヒの硫黄結

晶の図からなっている｣の絵からみる

ていたらしい.しかし働いている人々

の服装は何か中世を連想させそれが錬金

鉱山業そのも

のは名実共に健全な錬金術であったわけ

金術が暇をもてあました貴族の館やうす

暗い修道院の中でさかんに行たわれていた｡こうした

錬金術の世界でも生産に直結していた部分は健全に発

達し近代工業化へ大き.く貢献しまた新しい科学技

術の発達に役立って来た.

錬金術の中では水銀がその様々な変態の故に重要視さ

れそれと結びついている硫黄も大切た気であるとされ

た｡彼らは辰砂を焼いて水銀を分離すると銀と称し

また水銀と他の金属とでアマノレガムをるとり銀の量が

増したと考えた｡ここにとり上げられた硫黄と淡紅銀

鉱はそのような錬金術と関連してとり上げられたわげ

ではたいのだろうカミ錬金術師の普通のやり方で本当の

銀をとり出すことの出来る鉱石である,淡純銀鉱の表

の美しいものは“ルビｰ銀"とよばれ珍重されている､
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